
　指導要録は、一人一人の子どもの学籍
や指導の過程及び結果を記録したもの
で、その後の指導や外部への証明等に役
立たせるための原簿となるものです。指
導要録は、学校内や教師間での「指導機
能」と、対外的な「証明機能」という二
つの役割を備えています。
　指導要録はかつて「学籍簿」といわ
れた時期がありました。学校にとって
重要な文書の一つで、火災など非常時
にはいち早く持ち出さなければなりま
せん。規則のうえでは、指導要録を作
成するのは各学校の校長ですが、実際
に記載するのは学級担任です。多くの
学校では、年度の始めや年度末に記載
しています。
　指導要録には、二つの様式がありま
す。一つは「学籍に関する記録」とい
われるもので、これは表面だけです。
保存期間は２０年間です。いま一つは
「指導に関する記録」で、表面と裏面
があります。当該の子どもが卒業等を
してから、５年間保存することになっ
ています。いずれも、保存期限が過ぎ
ると、廃棄しなければなりません。以
前はいつまでも保存していましたが、
いまでは個人情報の保護の観点から保
存期間が期限付きになっています。

　指導要録の様式や記入方法等を定め
るのは、公立の小学校の場合、その設
置者（教育委員会）です。地方教育行
政の組織及び運営に関する法律におい
て、指導要録の様式等は所管の教育委
員会で定めると規定されているからで
す。文部科学省が示しているのは、あ
くまでも「参考様式」で、これは一つ
のサンプルです。ほとんどの教育委員
会では、「参考様式」に準じて作成し
ているのが現状です。

　多くの時間とエネルギーを割いて作
成している指導要録ですが、有効に活
用されていない実態がみられます。
　子どもが進学する中学校へ「抄本」
を作成する場合や途中で転出した小学
校に「写し」を送付するときには、い
ずれも指導要録が「証明機能」として
活用されています。
　指導要録のもつ「指導機能」を生か
すためにはどのように活用したらよい
のでしょうか。その一つは、教師が異
動などで学校を変わったときや学級替
えをした場合に、前学年の学級担任が
作成した指導要録の記録を見ることに
よって、新しい子どもたちの学習や生
活や健康などの状況の概要を把握する
ことができます。

　ただ、指導要録に記載されているこ
とは限定的であったり、スペースなど
の関係で必ずしも十分に記載されてい
ないこともあります。近年の所見欄の
記述は子どものよい点や可能性、進歩
の状況などを評価するようになってき
ており、課題や問題点はあまり記載さ
れていません。不明なところは前担任
から直接情報を得るようにします。
　子どもに対して先入観や思い込みを
もつことは厳に慎みたいものです。子
どものなかには、学年が進級したり、
担任が変わったりすると、前学年の課
題を引きずることなく、見違えるよう
に大きく変容・成長することがあるか
らです。学級担任が変わると、指導の
継続性が絶たれるという指摘もありま
すが、逆に成長への新たな契機になる
こともあります。
　指導要録は自治体の個人情報保護条
例によって、本人に対して開示の対象
になっているところもあります。開示
されると記載の内容が形骸化したり、
教師への不信感を招いたりして、指導
要録の機能が果たせなくなるという指
摘もあります。しかし、大きな流れと
しては、全面開示の方向にあります。
当該の子どもや保護者から、現在及び
将来において開示が要求されるかもし
れないということを前提に記載するこ
とが求められます。
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指導要録・活用のポイント



　事象や物事には必ず表と裏の２面が
あります。それは「メリットとデメ
リット」と言い換えることができます。
メリットとは利点であり長所です。
デメリットとは欠点であり短所です。
後者は課題や問題点ともいえます。
　ものを見たり考えたりするとき、自
分の考えに近いことや同調することな
どにはどうしてもバイアスがかかり、
少しでもよくとらえようとします。逆
に悪く受けとめようとすることもあり
ます。これが思い込みになったり先入
観をつくったりします。その結果、判
断を誤ることがあります。
　ある事業を実施するかどうかを決定
するとき、その事業にどのような効果
が期待できるか。逆に、どのようなリ
スクが考えられるかを想定します。

１００％の「完成品はない」と受けと
めていたほうがよさそうです。
　これはある事柄に対して、１００人
中１００人がすべて賛成しない（ある
いは反対しない）ということと同じで
す。人々のあいだに多様な考えや考え
方があるように、物事を理解したり判
断したりするときにも多様な見方や考
え方があります。日ごろから、多面的
にとらえる習慣を身につけたいもので
す。少なくともその事象のもつメリッ
トは何か。逆にデメリットは何かとい
う二つの側面から分析・検討します。
　そのうえで、実行するかどうかの判
断をします。実行する場合には、デメ
リットを最小限度にとどめる手だてを
考え、リスク回避に努めます。またメ
リットをさらに浮き立たせる工夫をし
ます。メリットとデメリットの関係は
相対的であるからです。

　私たちの身の回りにはさまざまな音
が発生しています。電車や自動車の走
る音、工事現場の音などは騒音です。
いつまでも続いていると、つい気持ち
がイライラしてきます。落ち着きもな
くなってきます。
　一方、美しい音楽やせせらぎや波の
寄せる音が聞こえてくると、心が和み
癒されます。心がゆったりして、情緒も
安定してきます。
　畜産農家の人が乳牛から生乳をたく
さん出させたり、美味しい肉をつくっ
たりするために、牛舎にモーツァルト
などの名曲を流して、牛に聞かせてい
るという話を聞いたことがあります。
心地よい音は、生き物に共通して、よ
い影響を与えるようです。
　ある実験です。二十日ねずみを二つ
のグループに分け、一方に心地よい音
楽を、もう一方に地下鉄が走る音を流
しつづけたそうです。すると、後者の
「騒音」を聞かせられた二十日ねずみ
は胃潰瘍になってしまったというので
す。「騒音」によって精神がイライラ
し、それが胃に異常なストレスを与え
たのでしょう。騒音が「害毒」になっ
たのでしょうか。
　私たちはだれでも、心地のよい音楽
を聞くと、心が落ち着きます。子ども
のしつけや教育においても、「だめ
じゃないか」「こんなこともできない
のか」といった、耳障りな「騒音」を
与えつづけるより、心地よく感じる言
葉をかけることによって、子どもはよ
りよく成長していくようです。

　最近よく耳にする言葉に「主権者教
育」があります。公の文書で初めて定
義されたのは、総務省が平成２３年
１２月に教員向けに作成した指導資料
だと言われています。
　ここでは、主権者教育とは「主権者
としての自覚を促す教育」としていま
す。また、同省内に設置された投票率
向上を図る有識者の研究会がまとめた
報告書には、「社会参加に必要な知識、
技能、価値観を習得させる教育」の中
心である「市民と政治との関わり」を
教える教育と定義づけられています。
　今年の夏に実施される参議院議員選

挙から、選挙権年齢が１８歳以上に引
き下げられます。高校生の一部が選挙
権を行使することになります。
　教育基本法（第１４条）には「良識
ある公民として必要な政治的教養は、
教育上尊重されなければならない」と
規定されています。もちろん「特定の
政党を支持し、又はこれに反対するた
めの政治教育その他政治的活動」は禁
止されています。
　文部科学省は、関係省庁と連携して
高校生向けに政治や選挙等に関する副
教材を作成しています。また「高等学
校等における政治的教養の教育と高等
学校等の生徒による政治的活動等につ
いて（通知）」を平成２７年１０月
２９日付けで発出し、指導上の留意事
項について示しています。
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